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令和5年度 燕市特別職報酬等審議会 会議録（要旨） 

 

 

日  時：令和6年1月19日（金） 午後2時30分～午後4時45分 

 

場  所：燕市役所庁舎 3階 会議室301 

 

出席委員：小林和則委員、捧みちる委員、田野隆夫委員、中島敬二委員、深澤龍雄委員、 

山田敬委員、山田浩之委員、横山正憲委員 （8人） 

 

欠席委員：小林貞夫委員、廣田貴子委員 

 

事 務 局：総務部長、総務部主幹、議会事務局長、総務課長、企画財政課副主幹、事務局5人 

 

報道機関：2社 

 

傍 聴 者：なし 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状の交付及び委員の紹介 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 燕市特別職報酬等審議会条例の説明 

 

５ 会長及び会長代理の選任 

   委員の互選により、会長に田野隆夫委員を選任。会長の指名により、会長代理に捧みち

る委員を選任。 

 

６ 燕市特別職報酬等の諮問について 

   市長より田野会長へ諮問書を交付。その後、市長退室。 

 

７ 審 議 

 （１）資料の説明及び質疑応答 

 

（事務局が資料を説明する） 

 

 （２）検 討 

 

※審議の流れを分かりやすくするため、重複する内容等は一部まとめています。 

 

（会長） 

事務局から説明してもらいました。それでは質疑及び報酬などについて御意見を賜りたい

と思います。 
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まず私から話をさせてください。 

過去の審議会の答申状況について、令和2年、令和3年と2年間は据置きになっていまし

たが、昨年度は三役が2％の引上げ、議員が3％の引上げということで答申しています。 

合併当初からしばらくは、他市に比べて、報酬が低かった時代もありましたが、県内の人

口順位は燕市が7番目ということで、報酬は、三役も議員も人口規模に応じた順位になって

きました。 

 

委員の皆さんにも事業を経営している方がおられますが、政府から、物価上昇に負けない

賃上げを、強く経団連に申入れがあったと聞いています。大手企業を中心に、元気のいい企

業の賃上げ発表が連日報道されています。 

しかし、燕市の地元企業は好不況がはっきりしてきています。優秀な企業は順調に売上げ、

利益等伸ばしておりますが、全般的には非常に厳しい状況であるのが燕の産業界の実態です。

それは燕の産業構造が労働集約型であることも起因しています。 

燕の産業、工業の構造が大きく変わってきていますので、時代の変遷とともに自社製品も

変えながら頑張っていられるかと思いますが、現在は電気料金がほぼ倍になっており、原材

料も高騰しており、非常に苦しんでいらっしゃるというのが実情ではないでしょうか。しか

し、賃上げはできるところから積極的にやっていくべきだろうと私は個人的に思っています。 

 

委員の皆さんからは、昨年と同じ三役2％、議員3％の引き上げ答申が妥当か、政府から

の要請どおり、5％程度の引き上げが適当なのかどうかを含め、大まかな概略で構いません

ので、忌憚のないご意見をお願いします。 

 

（委員） 

政府から要請が出ておりますので、企業としても応えられるように様々な工夫をしている

と思います。その中で行政としても、ある程度応えていく必要があるのかなと思っています。 

そうなりますと、何％が適正なのかというところはありますが、引き上げという方向性は

必要ではないかと思っています。政府側の指針として出している5％、ここにできるだけ近

づけるような形がベストだと思いますが、苦労してられる地元企業も多いです。 

それらを含め、3％程度の引き上げというところが落としどころではないかと考えており

ます。 

 

（委員） 

同じく、賃上げは必要だと思いますが、5％というと判断に迷います。 

人口規模での給与水準を考えたときに、例えば市長の報酬が3％引き上げとすると、直近

上位市との差は現在2.8％なので、他市の答申状況によってはバランスが崩れるのではない

でしょうか。 

一方で議員は、上位と下位に大きな開きがあるので、上位に近づけてもいいのではと思い

ます。 
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（委員） 

市の財政も企業についても内容的にはいいと聞いているので、引き上げするなら、3％よ

りも4％が望ましいと思います。このところ実質賃金は下がっていると聞いているので、そ

の分も含めて引き上げて欲しいです。 

7％程度賃金上げるなんていう企業があります。基本的には賃上げできるなら上げて、そ

の分消費して、地域を活性化していくべきだと思います。 

 

（委員） 

新潟県最低賃金は890円から931円で、41円上がり、4.6％引き上げとなりました。全国

的な最低賃金も、先回が大体4％から5％だったかと思います。 

そのくらいの上げ幅が上限にはなるのではと考えていますし、県内でも燕市の順位は、面

積や人口規模にあわせて、自然と順位が定まってきていますが、燕市はふるさと納税など

様々な取組をされていて、企業でいえば売上げとして例えられる税収も十分であり、そうい

ったところをどう評価してあげるべきかどうか考えています。 

 

（委員） 

昨年から政府からの賃上げ要請のもと、5％引き上げという動きになっていますが、実際

のところ、新潟県では3.3％程度の引き上げという非常に低い結果でした。今年もどうなる

か分かりませんが、3％程度の引き上げが新潟県の現状なのかなと思っています。 

ただ、県内の各市で比較すると順位は妥当なのかなと思いますが、全国的に見ると非常に

低く、新潟県の賃金の低さというのはここで示されていると思っています。 

新潟県の労働者全体で3％程度しか賃金が上がってない中で、昨年、燕市の議員報酬3％

引き上げという答申があったことについては、かなり厳しい意見があったと聞いています。 

ただ、毎年上がり続けていくべきだとは思っていますし、上げていくべきだと思います。

県内の各市を比較するのも大事ですが、全国の市町村も見て、そこに並んでいくようにして

いかないと、新潟県全体としては低いレベルのままなのかなという心配をしております。3％、

4％、5％と、継続して引き上げを行っていければいいと思っています。 

 

（委員） 

燕市は県内市町村から見れば人口、面積と7番目に位置していることから、報酬もその規

模に応じたちょうどいい水準にあると思っています。 

ただ、政府が要請している5％引き上げというのは理想だと思っています。昨年は三役2％、

議員3％引き上げというところに落ちついたわけですが、昨今の燕市の景況感を踏まえても、

今年もせいぜいその程度かなと思っています。 

私の意見としては、4％、5％ではなく、とはいえ1％でもなく、今年も昨年と同程度かな

と思います。 
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（委員） 

私も、引上げに賛成です。その引上げ率については、政府の要請である5％というところ

まで引き上げてもいいのではという気持ちです。 

特に議員の報酬について、先ほど新人議員が増えたというお話がありましたが、燕市の議

員活動を拝見させていただく機会があり、議会以外の場でも、日々、活発に活動されている

という印象を持っています。大変勉強熱心な方も多いので、若い議員には、もっと頑張って

いただきたいと思います。 

ただ、議員報酬を5％引き上げても、直近上位には届きません。また、同じ規模の全国市

の比較資料で、人口規模で同じ28市の例が挙がっていますが、県内の他市が17番目ですが、

同じく5％引き上げても届かないので、思いきって5％程度上げてもいいのではと思ってい

ます。 

 

（会長） 

ありがとうございました。ほとんどの皆さんが昨年よりも引上げ率を上げるべきというご

意見が多数であったかなと思います。 

燕市では合併直後、議員数が58名でした。現在20名となっていますが、皆さん精力的に

活動していただいている中で、議員報酬の市民1人当たりの負担額も県内16位と非常に低

い数値にあります。約三分の一の議員数となっており、極論ですが、現在の3倍の報酬とし

ても、当時の市民1人当たりの負担額と変わらない計算になりますので、まだまだ引上げの

余地はあると思います。もっともっと若い力、若手の議員が出馬しやすいように、議員報酬

については委員の皆さん、市民のみなさんのご理解のもと、積極的な答申を行っていきたい

と思っています。 

市長をはじめ、三役もおかれましても、ふるさと納税が何年間も県下1位を獲得しており。

行財政の健全化に大きく寄与されています。 

 

昨年は三役2％、議員3％引き上げの答申でしたけれども、皆さんのご意見を尊重して、

プラス1％ずつ引き上げ率を上げて、三役3％、議員4％程度の答申とするか、もしくはもっ

と積極的に、議員5％程度の引き上げ答申とするか検討できればと思います。委員の皆さま

いかがでしょうか。 

 

（委員） 

他市の答申状況について教えてください。 

 

（事務局） 

今年度すでに審議会を開催したところと、開催しないと決定したところが合わせて9市あ

りまして、その内、引き上げとしたのが4市、そのほか開催しないところを含め、据え置き

が5市あります。 
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（委員） 

令和5年度の国、県、燕市の給与改定状況の項目で、国が1.1％と記載されていますが、

県や燕市も一般職員の給与は引上げとされていますが、その引上げ率を教えてください。 

 

（事務局） 

県も燕市も、国と同じ給料表と用いて引き上げ改定を行いましたので、引き上げ率となる

と、職員構成などによって変わってきます。基本的に国と同じ職員構成だったとすると1.1％

になります。実際の数字としては、燕市は1.7％となり、昨年の4月に遡って引き上げにな

りました。 

 

（委員） 

一概には言えないと思いますが、一般職員と、特別職、議員との引き上げ率を比べたとき

に、あまりにもかけ離れるとどうなのかという疑問は感じています。 

 

（会長） 

特別職の三役や議員の場合は、選挙に選ばれて活動するので、公務員の一般職員とはまた、

見方が変わってくると思います。 

政府の要請について私は正論だと思いますが、現実として、一般企業が全従業員の給料を

4％、5％賃上げするなんていうのは至難のわざです。1,000円しか上げらない企業もあるだ

ろうし、1万円上げる企業もあるかと思いますが、経営者は相当苦労していてしてらっしゃ

ると思います。 

世間的にも言われているように賃金を上げて、そして消費することで、経済が活性化して

いくことは間違いない話なので、何とかそういう方向に、全体が進んでいけばいいと思いま

す。 

事務局から現在の財政状況の説明がありましたけども、非常に健全な財政状況で、無借金

会社ではないですが、健全な方向であることは間違いないので、引き上げ答申を行って、議

員の皆さんに活発な活動を期待したいと思います。 

 

それではもう一度皆さんから、1人ずつご意見をお聞きして、皆さんのご意見を集約して

答申したいと思いますので、具体的な数字を挙げて、御説明お願いします。 

 

（委員） 

私は先ほど申し上げたとおり3％引き上げを考えています。ただ、議員報酬につきまして

は、資料を見させていただいた中で、4％程度引き上げても問題ないだろうと思っています。 

 

（委員） 

私も、三役は3％の引き上げ、議員は4％の引き上げでお願いします。 
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（委員） 

同じく、三役が3％、議員が4％の引き上げでお願いします。 

   

（委員） 

私も三役3％、議員4％の引上げでお願いします。 

 

（委員） 

4％引き上げは非常に高いのではと思います。県全体で4％以上の平均が出るとは思えない

ので、市民感情じゃないですけども、議員が4％というのは感情的には非常に厳しいのかな

と思います。上げても三役、議員ともに3％程度の引上げが限度ではないかと考えます。 

 

（委員） 

私も3％程度が限度だと思います。議員報酬についても、県内の順位としては7番目を維

持していますし、先ほどの説明の中で、他市の答申状況でもありましたが、そこまで上げて

いないような状況なので、上げても3％程度かと思います。 

 

（委員） 

 議員については5％引き上げかなと思っています。三役においては、教育長の給与の順位

が4位と結構高いので、ここで例えば3％引き上げを行うと、据え置き答申を行った直近上

位市の順位を抜く形になります。燕市は燕市として考えればいいのかもしれませんが、人口

規模を水準とした順位を意識するのではあれば、三役については2％程度の引上げかなと考

えます。 

 

（会長） 

 今ほど委員からお話があった教育長の給与についてですが、現市長が就任されてからはひ

とつの変遷を迎えました。小・中学校の教育水準を上げるべく、県の教育委員会から現職の

校長を教育長に任命するようになっています。ところが、当時、新潟県の教育委員会での給

与と燕市の教育長としての給与があまりにも差が開きすぎていたため、苦労されたと聞いて

います。 そのため、教育長給与を引き上げる努力をされてきました。その甲斐あって、直

近では歴代ずっと県の教育委員会から現職の校長を教育長に任命されています。市内の小・

中学校の教育水準も上がってきています。 

 そういった経緯があるので、私自身は、教育は百年の大計ではないですが、引き上げに消

極的になる必要はなく、一生懸命やっていただければ問題ないと思っています。 

 

皆さんの御意見を集約させていただきますと、三役の給料を3％引き上げというご意見の

方が、7名のうち6名で、2％は1名ということでした。 

議員報酬については、4％引き上げの方が4名、3％が2名、5％が1名でございました。 
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私も、昨年度の引き上げ答申に1％上乗せして、三役3％、議長、副議長、議員に対して4％

引き上げというご意見に賛同したいと思いますので、その内容で答申をさせていただきたい

のですがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

〈賛同多数〉 

 

（会長） 

皆さんの同意を頂いたので、三役に対して3％、議長、副議長、議員に対して4％の、引

上げの答申とします。 

また、昨年に引き続き、議員については活発な議会活動を期待するという意見を付して、

答申したいと思います。 

 

〈全員より「はい」という声あり。〉 

 

《休憩》 

 

----------------------------------------------------------------------------------- 

《再開》 

◎ 答 申 

（会長が市長に答申書を読み上げる） 
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（答申書を市長に手渡す） 

 

 

令和６年１月１９日 

 

燕市長 鈴 木  力  様  

 

燕市特別職報酬等審議会 

会長 田 野 隆 夫  

 

 

燕市特別職報酬等の答申について 

 

 

 令和６年１月１９日付けで諮問された市長、副市長及び教育長の給料の額並びに議員

報酬の額について、本審議会は、慎重審議を行った結果、次のとおり答申します。 

 

（１）市長、副市長及び教育長の給料の額について 

３％の引上げが適当である。 

    市長  ９４９，７００円 

    副市長 ７２１，４００円 

    教育長 ６５４，４００円 

   

（２）議員報酬の額について 

４％の引上げが適当である。 

    議長  ４７２，２００円 

    副議長 ３９１，６００円 

    議員  ３７２，５００円 

 

付帯意見 

議員については、活発な議会活動を期待する。 

 


